ナチス・ドイツと中国国民政府 一九三三-一九三六年(一) : 中独条約成立の政治過程 (井上明先生古稀祝賀記念号) by 田嶋 信雄 et al.
論
説
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
中
国
国
民
政
府
一
九
三
三
―
一
九
三
六
年
（
一
）
―
―
中
独
条
約
成
立
の
政
治
過
程
―
―
田
嶋
信
雄
目
次
は
じ
め
に
１
問
題
の
設
定
２
研
究
史
３
史
料
状
況
一
「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
進
展
と
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
の
成
立
１
ゼ
ー
ク
ト
の
在
華
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
長
就
任
２
ク
ラ
イ
ン
の
「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
進
展
と
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
の
成
立
３
南
京
国
民
政
府
の
「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
批
判
（
以
上
本
号
）
ナチス・ドイツと中国国民政府 一九三三―一九三六年 （一）
４５
は
じ
め
に
１
問
題
の
設
定
一
九
三
六
年
四
月
八
日
、
顧
振
を
団
長
と
す
る
中
国
国
民
政
府
訪
独
団
と
、
経
済
大
臣
兼
国
立
銀
行
総
裁
シ
ャ
ハ
ト(H
jalm
ar
Schacht)
と
の
間
で
、
一
億
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
に
お
よ
ぶ
借
款
供
与
を
内
容
と
す
る
中
独
条
約
（
別
称
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
条
約
）
が
調
印
さ
れ（
１
）
た
。
こ
の
条
約
に
よ
り
中
国
は
ド
イ
ツ
か
ら
武
器
・
弾
薬
を
中
心
と
す
る
大
量
の
工
業
製
品
を
輸
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ド
イ
ツ
は
中
国
か
ら
タ
ン
グ
ス
テ
ン
を
始
め
と
す
る
重
要
な
戦
略
的
鉱
物
資
源
や
食
糧
資
源
な
ど
を
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
中
国
側
で
は
、
こ
の
条
約
を
基
礎
と
し
て
、
翁
文
 
・
銭
昌
照
ら
国
民
政
府
資
源
委
員
会
が
一
九
三
六
年
六
月
よ
り「
三
カ
年
計
画
」
を
開
始
し
、
内
陸
部
に
お
け
る
工
業
建
設
を
推
進
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
明
ら
か
に
対
日
抗
戦
力
の
建
設
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
外
交
的
に
は
、
一
九
三
六
年
夏
、
ド
イ
ツ
国
防
大
臣
ブ
ロ
ム
ベ
ル
ク(W
erner
von
B
lom
berg)
元
帥
の
名
代
と
し
て
前
国
防
省
軍
務
局
長
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
中
将(W
alther
von
R
eichenau)
が
中
国
を
訪
問
し
、
ド
イ
ツ
国
防
軍
の
中
国
国
民
政
府
支
持
を
鮮
明
に
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
一
九
三
六
年
中
独
条
約
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
、
と
り
わ
け
経
済
省
お
よ
び
国
防
省
の
経
済
的
・
外
交
的
な
中
国
支
援
を
条
約
的
に
表
現
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
中
国
政
策
が
、
当
時
の
極
東
国
際
関
係
や
、
約
一
年
後
に
勃
発
す
る
日
中
戦
争
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
ま
で
の
一
九
三
〇
年
代
ナ
チ
ズ
ム
極
東
政
策
研
究
で
は
、
研
究
上
の
関
心
は
も
っ
ぱ
ら
日
独
防
共
協
定
や
い
わ
ゆ
る
「
防
共
協
定
強
化
交
渉
」、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
の
対
日
政
策
に
付
随
す
る
形
で
の
独
満
関
係
に
注
が
れ
て
（
２
）
お
り
、
ド
イ
ツ
の
対
中
国
政
策
に
は
十
分
な
関
心
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
成城法学７９号（２０１０）
４６
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
一
九
三
六
年
中
独
条
約
の
成
立
過
程
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
対
中
国
政
策
の
実
態
に
光
を
当
て
、
二
、
ナ
チ
ズ
ム
対
中
国
政
策
を
ナ
チ
ズ
ム
極
東
政
策
全
体
の
中
に
有
機
的
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
三
、
一
九
三
六
年
中
独
条
約
が
当
時
の
日
中
関
係
に
有
し
た
意
味
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
分
析
の
枠
組
と
し
て
は
、
か
つ
て
筆
者
が
設
計
し
た
「
ナ
チ
ズ
ム
期
ド
イ
ツ
外
交
の
分
析
枠
組
」
を
用
（
３
）
い
る
。
２
研
究
史
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
の
ナ
チ
ズ
ム
対
中
国
政
策
は
、
い
ま
ま
で
の
研
究
上
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
関
心
を
必
ず
し
も
十
分
に
は
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
か
つ
て
東
ド
イ
ツ
の
ド
レ
ク
ス
ラ
ー(K
arl
D
rechsler)
（
一
九
六
四
年
）
と
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ォ
ッ
ク
ス(John
P.
Fox)
（
一
九
八
二
年
）
が
一
九
三
〇
年
代
の
日
独
中
関
係
を
考
察
し
（
４
）
た
が
、
い
ず
れ
も
ナ
チ
ズ
ム
極
東
政
策
と
い
う
枠
組
の
な
か
で
、
そ
の
一
つ
の
構
成
要
素
と
し
て
中
独
関
係
に
触
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
中
独
関
係
そ
の
も
の
に
関
す
る
西
ド
イ
ツ
の
研
究
で
は
、
ブ
ロ
ー
ス(H
artm
ut
B
loß)
の
論
文
（
一
九
七
八
年
）
が
時
期
的
に
は
最
も
早
い
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
こ
の
論
文
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
各
国
別
外
交
政
策
に
関
す
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
な
か
の
一
論
文
に
す
ぎ
ず
、
分
析
は
あ
く
ま
で
暫
定
的
・
準
備
段
階
的
な
も
の
に
留
ま
（
５
）
っ
た
。
ま
た
、
ラ
ー
テ
ン
ホ
ー
フ(U
do
R
atehhof)
の
研
究
（
一
九
八
（
６
）
七
年
）
は
、
初
め
て
著
書
と
し
て
中
独
関
係
を
体
系
的
に
扱
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
対
象
と
す
る
時
期
は
一
八
七
一
年
の
ド
イ
ツ
統
一
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
七
〇
年
以
上
に
わ
た
る
期
間
で
あ
り
、
一
九
三
〇
年
代
中
独
関
係
は
そ
の
わ
ず
か
一
部
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
中
独
関
係
史
研
究
に
画
期
的
な
進
歩
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
中
国
学
者
カ
ー
ビ
ー(W
illiam
C
.
K
irby)
の
傑
出
し
た
著
作
（
一
九
八
四
年
）
で
あ
（
７
）
っ
た
。
こ
の
著
作
の
中
で
カ
ー
ビ
ー
は
、
中
国
語
史
料
の
ほ
か
に
ド
イ
ツ
語
史
料
を
も
縦
横
に
用
い
、
戦
間
期
中
独
関
係
史
を
生
き
生
き
と
描
写
す
る
と
と
も
に
、
一
九
三
〇
年
代
中
国
に
対
す
る
ド
イ
ツ
の
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
・
軍
ナチス・ドイツと中国国民政府 一九三三―一九三六年 （一）
４７
事
的
影
響
の
大
き
さ
を
強
調
し
、
中
独
関
係
史
研
究
の
重
要
性
を
鮮
明
に
示
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
中
独
関
係
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
に
つ
い
て
は
、
初
代
顧
問
団
長
バ
ウ
ア
ー
(M
ax
B
auer)
、
第
四
代
顧
問
団
長
ゼ
ー
ク
ト(H
ans
von
Seeckt)
お
よ
び
第
五
代
顧
問
団
長
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン(A
lexander
von
Falkenhausen)
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
伝
記
が
（
８
）
あ
り
、
ま
た
軍
事
顧
問
団
全
体
に
つ
い
て
は
マ
ー
テ
ィ
ン(B
ernd
M
artin)
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
（
一
九
八
一
年
）
が
有
用
で
（
９
）
あ
る
。
中
国
・
台
湾
で
は
、
ま
ず
周
恵
民
の
著
作
（
一
九
九
五
年
）
が
ラ
ー
テ
ン
ホ
ー
フ
に
近
い
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
に
立
ち
つ
つ
、
中
国
語
史
料
を
も
加
え
て
分
析
を
行
（
１０
）
っ
た
。
さ
ら
に
、
中
国
第
二
歴
史
档
案
館
（
南
京
）
の
馬
振
特
が
、
戚
如
高
と
と
も
に
一
九
三
〇
年
代
中
独
関
係
に
関
す
る
著
書
（
一
九
九
八
年
）
を
刊
行
（
１１
）
し
た
。
こ
の
著
作
は
、
ド
イ
ツ
外
交
史
の
部
分
に
つ
い
て
は
カ
ー
ビ
ー
の
著
作
に
大
幅
に
依
拠
し
つ
つ
も
、
第
二
档
案
館
に
お
け
る
中
国
語
の
関
連
史
料
を
発
掘
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
独
関
係
史
研
究
を
深
め
る
こ
と
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
い
え
よ
う
。
王
憲
群
の
台
湾
大
学
修
士
論
文
「
合
歩
楼
公
司
与
中
徳
関
係
」（
一
九
九
五
年
）
は
、
台
湾
・
国
史
館
の
外
交
部
档
案
、中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
の
資
源
委
員
会
档
案
、朱
家
 華
档
案
な
ど
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
利
点
が
（
１２
）
あ
る
。
中
国
側
で
中
独
条
約
を
推
進
し
た
翁
文

お
よ
び
資
源
委
員
会
に
つ
い
て
は
、『
翁
文

年
譜
』（
二
〇
〇
（
１３
）
五
年
）
お
よ
び
『
旧
中
国
的
資
源
委
員
会
―
―
史
実
与
評
価
』（
一
九
九
（
１４
）
一
年
）
が
便
利
で
あ
る
。
３
史
料
状
況
一
九
三
六
年
中
独
条
約
の
成
立
に
関
す
る
ド
イ
ツ
側
の
重
要
な
史
料
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
外
務
省
外
交
史
料
館
（
ベ
ル
リ
ン
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
外
務
省
第
四
部
（
東
ア
ジ
ア
担
当
）
の
「
ク
ラ
イ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
１５
）
文
書
で
あ
り
、
本
史
料
に
よ
り
政
策
決
定
過
程
を
外
務
省
の
立
場
か
ら
追
跡
し
う
る
。
そ
の
他
に
、
重
要
な
政
治
主
体
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
文
書
と
し
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
軍
事
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
在
華
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
（
１６
）
文
書
、
ゼ
ー
ク
ト
（
１７
）
文
書
、
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
（
１８
）
文
書
、
国
防
省
国
成城法学７９号（２０１０）
４８
防
経
済
幕
僚
部
（
１９
）
文
書
な
ど
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
連
邦
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
内
閣
官
房
文
書
、
経
済
省
文
書
な
ど
に
も
あ
た
る
必
要
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
刊
行
史
料
で
は
、
ド
イ
ツ
外
交
文
（
２０
）
書
集
に
上
述
「
ク
ラ
イ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
文
書
の
う
ち
の
重
要
な
も
の
が
採
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
冷
戦
後
に
ベ
ル
リ
ン
で
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
中
独
関
係
史
料
集
に
も
、
中
国
語
文
書
の
独
訳
を
含
め
、
関
連
文
書
の
い
く
つ
か
が
収
録
さ
れ
て
（
２１
）
い
る
。
中
国
語
刊
行
史
料
で
は
、
第
二
歴
史
档
案
館
が
編
集
し
た
中
独
関
係
文
書
集
（
一
九
九
四
年
）
を
逸
す
る
こ
と
が
で
き（
２２
）
な
い
。
当
該
時
期
の
ド
イ
ツ
対
中
国
政
策
史
料
を
中
国
語
訳
し
た
も
の
と
し
て
『
徳
国
外
交
档
案
一
九
二
八
―
一
九
三
八
年
之
中
徳
関
係
』（
一
九
九
（
２３
）
一
年
）
が
あ
る
。
 
介
石
の
政
治
的
動
向
に
つ
い
て
は
、『
総
統
 
公
大
事
長
編
初
稿
』（
一
九
七
八
（
２４
）
年
―
）
お
よ
び
『
 
中
正
総
統
档
案
事
略
稿
本
』（
二
〇
〇
三
（
２５
）
年
―
）
を
参
照
し
た
。
ま
た
中
独
武
器
貿
易
に
深
く
関
わ
っ
た
当
時
の
国
民
政
府
軍
政
部
兵
工
署
長
兪
大
維
に
つ
い
て
は
『
兪
大
維
先
生
年
譜
資
料
初
編
』（
一
九
九
六
年
）
が
（
２６
）
あ
る
。
さ
ら
に
当
事
者
の
手
に
な
る
も
の
と
し
て
、
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
社
の
エ
ッ
ケ
ル
ト(W
alter
E
ckert)
の
回
想
録
（
私
家
版
、
発
行
年
記
載
（
２７
）
な
し
）
お
よ
び
資
源
委
員
会
の
銭
昌
照
の
回
想
録
（
一
九
九
八
年
）
が
（
２８
）
あ
り
、
参
考
に
な
る
。
中
国
側
で
通
訳
を
務
め
た
関
徳
懋
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
も
興
味
深
い
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
補
強
証
拠
が
存
在
せ
ず
、
そ
の
利
用
に
は
十
分
な
史
料
批
判
が
必
要
で
（
２９
）
あ
る
。
一
「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
進
展
と
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
の
成
立
１
ゼ
ー
ク
ト
の
在
華
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
長
就
任
 將
介
石
の
招
聘
と
ゼ
ー
ク
ト
の
再
訪
中
決
定
一
九
三
三
年
四
月
一
五
日
、
ド
イ
ツ
国
防
軍
の
父
と
称
さ
れ
た
ゼ
ー
ク
ト
将
軍
は
マ
ル
セ
イ
ユ
を
出
発
し
、
約
四
ヶ
月
に
お
よ
ぶ
中
ナチス・ドイツと中国国民政府 一九三三―一九三六年 （一）
４９
国
視
察
旅
行
へ
と
赴
い
た
。
五
月
二
八
日
に
は
江
西
省
の
避
暑
地
 古
嶺
（
廬
山
）
で
ゼ
ー
ク
ト
と

介
石
の
面
会
が
実
現
し
、
様
々
な
軍
事
問
題
が
協
議
さ
れ
た
。
ま
た
、
六
月
下
旬
、
ゼ
ー
ク
ト
は

介
石
宛
に
覚
書
を
起
草
し
、
中
国
軍
の
近
代
化
に
関
す
る
提
言
を
行
っ
て
い
た
の
で
（
３０
）
あ
る
。
ゼ
ー
ク
ト
は
七
月
一
五
日
に
香
港
か
ら
帰
国
の
途
に
着
き
、
八
月
八
日
に
マ
ル
セ
イ
ユ
に
到
着
し
た
が
、
先
の
会
談
で
ゼ
ー
ク
ト
の
人
物
を
高
く
評
価
し
た

介
石
は
、
第
三
代
在
華
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
長
ヴ
ェ
ッ
ツ
ェ
ル(G
eorg
W
etzell)
に
代
え
て
、
ゼ
ー
ク
ト
を
第
四
代
軍
事
顧
問
団
長
と
し
て
招
聘
す
る
決
意
を
固
め
た
。
一
九
三
三
年
九
月
三
〇
日
、

介
石
は
、
中
国
国
民
政
府
交
通
部
長
朱
家
華
を
通
じ
て
ゼ
ー
ク
ト
に
対
し
、
ふ
た
た
び
訪
中
し
、
第
四
代
軍
事
顧
問
団
長
に
就
任
す
る
よ
う
正
式
に
要
請
し
た
の
で
（
３１
）
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
に
戻
っ
た
ゼ
ー
ク
ト
は
、
こ
う
し
た
中
国
国
民
政
府
の
要
請
に
対
し
、
消
極
的
な
姿
勢
を
維
持
し
た
。
当
時
ゼ
ー
ク
ト
は
、
姉
に
宛
て
て
次
の
よ
う
に
心
境
を
語
っ
て
（
３２
）
い
る
。
帰
国
後
、
中
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
電
報
が
来
て
い
る
。
私
は
も
う
一
度
中
国
に
行
っ
て
滞
在
し
た
い
。
非
常
に
魅
力
的
だ
。
し
か
し
私
は
行
か
な
い
だ
ろ
う
。
中
国
で
の
任
務
お
よ
び
そ
れ
に
と
も
な
う
苦
労
や
気
候
上
の
負
担
を
考
え
る
と
、
私
は
歳
を
取
り
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
ゼ
ー
ク
ト
は
、
中
国
訪
問
に
関
す
る
報
告
も
兼
ね
、
一
〇
月
一
九
日
、
ベ
ル
リ
ン
の
ド
イ
ツ
外
務
省
を
訪
問
し
、

介
石
か
ら
の
新
た
な
招
請
に
つ
い
て
、
外
務
大
臣
ノ
イ
ラ
ー
ト(C
onstantin
Freiherr
von
N
eurath)
と
相
談
し
た
。
こ
れ
に
対
し
ノ
イ
ラ
ー
ト
は
、
日
中
両
国
が
厳
し
く
対
立
す
る
現
在
の
極
東
政
治
状
況
に
お
い
て
は
、
ゼ
ー
ク
ト
が
軍
事
顧
問
団
長
と
し
て
中
国
で
活
動
す
る
な
ら
ば
、「
我
が
国
に
と
っ
て
政
治
的
に
耐
え
ら
れ
な
い
」
の
で
、「
依
頼
を
断
る
よ
う
」
ゼ
ー
ク
ト
に
要
請
し
た
。
ゼ
ー
ク
ト
は
こ
の
ノ
イ
ラ
ー
ト
の
政
治
的
要
請
を
承
諾
し
、

介
石
か
ら
の
依
頼
を
断
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ノ
イ
ラ
ー
ト
と
の
会
談
を
受
け
て
ゼ
ー
ク
ト
は
、
一
〇
月
二
六
日
、
ド
イ
ツ
駐
在
中
国
公
使
館
商
務
書
記
官
（
参
賛
）
譚
伯
羽
成城法学７９号（２０１０）
５０
を
通
じ
て
朱
家
 華
に
断
り
の
手
紙
を
出
す
と
と
も
に
、
そ
の
な
か
で
、
ゼ
ー
ク
ト
自
身
の
在
華
ド
イ
ツ
顧
問
団
長
就
任
に
代
え
て
、

介
石
の
個
人
顧
問
と
し
て
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
将
軍
を
、
ま
た
国
民
政
府
軍
政
部
の
再
編
を
担
当
す
る
軍
事
顧
問
と
し
て
フ
ァ
ウ
ペ
ル(W
ilhelm
Faupel)
将
軍
を
、

介
石
に
推
薦
し
た
の
で
（
３３
）
あ
る
。
ゼ
ー
ク
ト
が
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
を
「
軍
事
顧
問
団
長
」
で
は
な
く
、

介
石
の
個
人
顧
問
と
し
て
推
薦
し
た
の
は
、
明
ら
か
に
第
三
代
顧
問
団
長
ヴ
ェ
ッ
ツ
ェ
ル
の
立
場
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。し
か
し
な
が
ら
、
朱
家
 華
お
よ
び

介
石
は
こ
の
ゼ
ー
ク
ト
の
返
答
に
ま
っ
た
く
満
足
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
朱
家
 華
は
一
〇
月
二
九
日
、
た
だ
ち
に
ゼ
ー
ク
ト
に
返
答
の
電
報
を
発
し
、「
閣
下
は
中
国
に
と
っ
て
将
来
へ
の
希
望
で
す
」
と
述
べ
た
の
ち
、「
総
司
令
﹇

介
石
﹈
個
人
の
た
め
に
も
、
ま
た
中
国
の
た
め
に
も
、
拒
否
の
回
答
を
せ
ず
、
中
国
へ
の
旅
行
を
準
備
さ
れ
ま
す
よ
う
」
強
く
要
請
し
た
の
で
（
３４
）
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た

介
石
も
、
一
一
月
二
日
、
朱
家
 華
を
通
じ
、
次
の
よ
う
な
電
報
を
ゼ
ー
ク
ト
に
送
っ
た
の
で
あ
る
。
「
ご
提
案
の
二
人
の
将
軍
﹇
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
お
よ
び
フ
ァ
ウ
ペ
ル
﹈
と
一
緒
に
ご
来
訪
下
さ
い
。
も
し
閣
下
が
来
訪
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
二
人
の
将
軍
を
直
接
ご
紹
介
頂
け
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
場
合
は
二
人
の
将
軍
の
就
任
も
お
断
り
致
し
ま
す
」。
こ
の

介
石
の
電
報
に
添
え
て
、
朱
家
 華
は
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
総
司
令
は
閣
下
の
ご
来
訪
を
強
く
望
ん
で
お
り
ま
す
。
閣
下
が
ご
提
案
下
さ
っ
た
教
導
旅(L
ehrbrigade)
の
準
備
は
、
ド
イ
ツ
留
学
経
験
を
持
つ
桂
永
清
大
佐
の
指
導
の
下
で
、
す
で
に
着
手
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
彼
は
現
在
下
士
官
の
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
閣
下
の
御
指
導
の
下
で
こ
そ
、
す
べ
て
の
活
動
が
成
功
裏
に
実
現
さ
れ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
近
い
う
ち
に
ご
来
訪
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
（
３５
）
ま
す
。

介
石
・
中
国
国
民
政
府
は
、
直
接
ゼ
ー
ク
ト
に
要
請
す
る
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
外
務
省
に
も
圧
力
を
加
え
た
。
一
一
月
八
日
、
上
述
の
朱
家
 華
の
ゼ
ー
ク
ト
宛
て
電
報
を
持
っ
て
ド
イ
ツ
駐
在
中
国
代
理
公
使
譚
伯
羽
が
外
務
省
に
外
ナチス・ドイツと中国国民政府 一九三三―一九三六年 （一）
５１
務
次
官
ビ
ュ
ー
ロ(B
ernhard
von
B
ülow
)
を
訪
ね
、
 
介
石
と
ヴ
ェ
ッ
ツ
ェ
ル
の
関
係
の
険
悪
化
を
指
摘
し
た
う
え
で
、「
中
国
軍
の
再
編
成
を
指
導
す
る
た
め
に
ゼ
ー
ク
ト
が
再
訪
中
す
る
こ
と
を
、
 
介
石
総
司
令
が
非
常
に
強
く
求
め
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
譚
伯
羽
は
「
在
華
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
は
武
器
・
弾
薬
の
購
入
に
も
影
響
力
を
有
し
て
い
る
」
こ
と
、「
フ
ラ
ン
ス
人
も
そ
の
ポ
ス
ト
を
狙
っ
て
い
る
」
こ
と
を
示
唆
し
、
ゼ
ー
ク
ト
が
 
介
石
の
「
名
誉
あ
る
招
聘
」
を
拒
否
す
る
場
合
、
ド
イ
ツ
に
「
精
神
的
・
物
質
的
損
害
」
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
外
務
省
に
強
調
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
同
時
に
譚
伯
羽
は
、
健
康
に
関
す
る
ゼ
ー
ク
ト
の
不
安
は
確
か
に
大
き
い
と
判
断
し
た
上
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
妥
協
案
を
示
唆
し
た
の
で
あ
る
。
ゼ
ー
ク
ト
が
中
国
に
来
て
二
、
三
ヶ
月
し
た
あ
と
に
、
そ
れ
以
上
の
中
国
滞
在
が
無
理
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
う
え
で
、
同
行
し
た
二
人
の
将
軍
を
中
国
に
残
し
た
ま
ま
帰
国
す
る
、
と
い
う
余
地
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、
帰
国
後
ド
イ
ツ
か
ら
、
二
人
の
将
軍
を
通
じ
て
中
国
軍
を
継
続
的
に
指
導
す
る
、
と
い
う
や
り
方
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ゼ
ー
ク
ト
が
再
訪
中
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
総
司
令
の
要
請
を
断
ら
な
い
こ
と
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
（
３６
）
ろ
う
。
こ
う
し
た
中
国
国
民
政
府
の
強
い
要
請
は
ゼ
ー
ク
ト
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
一
一
月
一
一
日
に
ふ
た
た
び
外
務
大
臣
ノ
イ
ラ
ー
ト
と
会
談
し
た
ゼ
ー
ク
ト
は
、
譚
伯
羽
お
よ
び
国
民
政
府
の
示
唆
に
基
づ
き
、「
場
合
に
よ
っ
て
は
数
ヶ
月
間
中
国
を
再
訪
す
る
」
可
能
性
を
示
唆
し
た
の
で
（
３７
）
あ
る
。
中
国
国
民
政
府
は
、
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
国
防
省
に
も
働
き
か
け
を
行
い
、
ゼ
ー
ク
ト
再
訪
中
へ
の
同
省
の
同
意
を
獲
得
し
て
い
た
。
前
述
の
ゼ
ー
ク
ト

ノ
イ
ラ
ー
ト
会
談
が
行
わ
れ
た
同
じ
一
一
月
一
一
日
、
国
防
省
軍
務
局
長
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
が
外
務
省
を
訪
問
し
、
ゼ
ー
ク
ト
訪
中
計
画
へ
の
国
防
省
の
同
意
を
ビ
ュ
ー
ロ
に
伝
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
直
面
し
、
ド
イ
ツ
外
務
省
は
ゼ
ー
ク
ト
再
訪
中
も
や
む
な
し
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
ビ
ュ
ー
ロ
は
成城法学７９号（２０１０）
５２
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
に
対
し
、「
ゼ
ー
ク
ト
が
企
て
る
の
は
あ
く
ま
で
視
察
旅
行
で
あ
っ
て
、
雇
用
契
約
な
ど
を
締
結
し
な
い
こ
と
が
重
要
だ
」
と
要
請
す
る
に
と
ど
ま
（
３８
）
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
経
過
の
の
ち
、
一
一
月
二
二
日
、
ゼ
ー
ク
ト
は
 
介
石
に
宛
て
て
電
報
を
打
ち
、「
三
月
に
訪
中
す
る
用
意
が
あ
る
」
と
の
同
意
を
与
え
た
。
さ
ら
に
ゼ
ー
ク
ト
は
、
こ
の
電
報
の
中
で
、「
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
を
私
の
指
揮
の
下
に
置
く
こ
と
を
契
約
に
よ
り
確
認
し
て
欲
し
い
」
と
 
介
石
個
人
に
迫
（
３９
）
っ
た
。
す
な
わ
ち
ゼ
ー
ク
ト
は
、
す
で
に
こ
の
段
階
で
、「
雇
用
契
約
な
ど
を
締
結
し
な
い
視
察
旅
行
」
と
い
う
一
〇
日
前
の
ノ
イ
ラ
ー
ト
の
要
請
を
ま
っ
た
く
無
視
し
、
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
を
自
ら
指
揮
す
る
考
え
を
表
明
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
ゼ
ー
ク
ト
の
今
回
の
中
国
訪
問
お
よ
び
軍
事
顧
問
団
長
就
任
の
主
要
な
動
機
は
、
第
一
回
訪
中
の
時
と
ま
っ
た
く
同
様
、
「
金
」
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
九
三
四
年
二
月
一
八
日
に
姉
に
宛
て
て
書
い
て
い
る
。「
実
利
的
な
側
面
な
ど
純
粋
に
私
的
な
理
由
も
作
用
し
て
い
る
（
４０
）
の
だ
」。
し
か
も
中
国
側
は
、
こ
う
し
た
ゼ
ー
ク
ト
の
金
銭
的
な
弱
点
を
す
で
に
彼
の
第
一
回
訪
中
の
際
に
見
抜
い
て
お
り
、
今
回
の
招
請
に
当
た
っ
て
も
、「
給
料
は
ヴ
ェ
ッ
ツ
ェ
ル
の
倍
を
出
す
」
と
ゼ
ー
ク
ト
の
鼻
先
に
ニ
ン
ジ
ン
を
ぶ
ら
下
げ
た
の
で
（
４１
）
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
ゼ
ー
ク
ト
は
自
分
の
行
動
を
「
国
益
の
た
め
」
と
称
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
彼
は
姉
に
向
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
私
は
中
国
で
、
あ
る
程
度
―
―
そ
れ
ほ
ど
高
い
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
な
い
と
し
て
も
―
―
ド
イ
ツ
の
利
益
に
奉
仕
し
う
る
の
だ
、
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
」。
ま
さ
し
く
ゼ
ー
ク
ト
に
と
っ
て
「
国
益
」
と
は
、「
私
益
」
を
正
当
化
す
る
た
め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
（
４２
）
あ
る
。
ゼ
ー
ク
ト
の
再
訪
中
を
め
ぐ
る
波
紋
―
―
外
務
省
と
ヴ
ェ
ッ
ツ
ェ
ル
以
上
の
よ
う
に
ゼ
ー
ク
ト
の
二
度
目
の
中
国
訪
問
が
決
定
さ
れ
た
が
、
ド
イ
ツ
政
府
内
部
で
は
、
こ
の
決
定
に
対
し
て
様
々
な
立
場
ナチス・ドイツと中国国民政府 一九三三―一九三六年 （一）
５３
や
見
解
が
表
明
さ
れ
た
。
ま
ず
外
務
省
で
は
、
中
国
駐
在
公
使
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン(O
skar
T
rautm
ann)
が
、
ゼ
ー
ク
ト
の
第
一
回
訪
中
の
時
に
あ
ら
わ
と
な
っ
た
第
三
代
軍
事
顧
問
団
長
ヴ
ェ
ッ
ツ
ェ
ル
と
ゼ
ー
ク
ト
の
対
立
、
さ
ら
に
ヴ
ェ
ッ
ツ
ェ
ル
と
 
介
石
の
対
立
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
ゼ
ー
ク
ト
は
ヴ
ェ
ッ
ツ
ェ
ル
以
上
に
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
を
再
編
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
ゼ
ー
ク
ト
の
再
訪
中
決
定
を
支
持
し
た
。
た
だ
し
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
は
、「
ゼ
ー
ク
ト
再
訪
中
の
も
つ
外
交
政
策
的
な
影
響
」、
す
な
わ
ち
日
本
の
反
応
を
「
心
配
」
す
る
立
場
か
ら
、「
対
外
的
に
は
新
し
い
軍
事
顧
問
団
長
と
思
わ
れ
な
い
よ
う
な
装
い
」
を
考
え
る
よ
う
外
務
省
に
提
案
し
た
の
で
（
４３
）
あ
る
。
一
方
、
東
京
駐
在
大
使
デ
ィ
ル
ク
セ
ン(H
erbert
von
（
４４
）
D
irksen)
は
、
翌
一
九
三
四
年
一
月
一
九
日
、
外
務
省
に
宛
て
て
覚
書
を
送
り
、
次
の
ご
と
く
ゼ
ー
ク
ト
再
訪
中
に
強
く
反
対
し
て
い
た
。「
ゼ
ー
ク
ト
将
軍
の
再
訪
中
は
、
在
華
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
の
活
動
に
関
す
る
憤
激
を
日
本
に
お
い
て
改
め
て
焚
き
つ
け
、
日
独
関
係
へ
の
重
大
な
負
担
と
な
る
だ
ろ
う
」、
し
た
が
っ
て
ヒ
ト
ラ
ー(A
dolf
H
itler)
と
国
防
大
臣
ブ
ロ
ム
ベ
ル
ク
に
「
ゼ
ー
ク
ト
の
訪
中
を
阻
止
す
る
よ
う
」
要
請
し
て
欲
し
い
（
４５
）
、
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
外
務
省
幹
部
は
、
こ
の
デ
ィ
ル
ク
セ
ン
の
憂
慮
を
冷
や
や
か
に
見
て
い
た
。
た
と
え
ば
外
務
大
臣
ノ
イ
ラ
ー
ト
は
、
翌
一
月
二
〇
日
、
外
務
次
官
ビ
ュ
ー
ロ
に
次
の
よ
う
な
メ
モ
を
送
っ
て
い
た
。「
私
は
デ
ィ
ル
ク
セ
ン
の
心
配
は
大
げ
さ
だ
と
（
４６
）
思
う
」。
外
務
省
首
脳
は
、
ゼ
ー
ク
ト
が
軍
事
顧
問
団
長
に
就
任
し
な
い
と
い
う
前
提
で
、
二
、
三
ヶ
月
の
訪
問
で
あ
れ
ば
―
―
つ
ま
り
一
九
三
三
年
の
第
一
回
訪
中
と
同
じ
よ
う
な
形
態
で
あ
れ
ば
―
―
今
回
の
ゼ
ー
ク
ト
再
訪
中
を
容
認
す
る
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
結
果
的
に
こ
う
し
た
外
務
省
の
期
待
と
予
想
は
完
全
に
裏
切
ら
れ
、
以
後
ド
イ
ツ
外
務
省
は
ゼ
ー
ク
ト
の
中
国
で
の
行
動
に
翻
弄
さ
れ
続
け
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
ド
イ
ツ
外
務
省
以
外
で
は
、
第
三
代
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
長
ヴ
ェ
ッ
ツ
ェ
ル
の
動
向
に
も
注
目
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ゼ
ー
ク
ト
再
訪
中
に
よ
り
事
実
上
の
更
迭
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
ヴ
ェ
ッ
ツ
ェ
ル
の
反
応
は
激
烈
で
あ
っ
た
。
一
九
三
三
年
一
二
成城法学７９号（２０１０）
５４
月
四
日
、
彼
は
ド
イ
ツ
国
防
省
の
在
華
軍
事
顧
問
団
連
絡
事
務
所
長
ブ
リ
ン
ク
マ
ン(R
olf
B
rinkm
ann)
に
宛
て
て
書
簡
を
し
た
た
め
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
、
ま
た
第
一
回
訪
中
に
お
い
て
ゼ
ー
ク
ト
が
い
か
に
ヴ
ェ
ッ
ツ
ェ
ル
に
恩
義
を
負
っ
て
い
る
か
を
強
調
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
の
で
あ
る
。
私
は
彼
の
全
行
動
、
と
く
に
最
近
の
恥
ず
べ
き
不
当
な
要
求
に
対
す
る
激
し
い
怒
り
を
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
！
…
…
私
は
、
私
の
軍
人
と
し
て
の
生
涯
で
こ
れ
ほ
ど
ま
で
法
外
な
話
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
。
そ
の
上
で
ヴ
ェ
ッ
ツ
ェ
ル
は
、「
こ
の
尊
大
で
思
い
上
が
っ
た
男
」
に
は
「
一
秒
た
り
と
も
協
力
す
る
気
は
な
い
」
と
言
い
放
ち
、
ゼ
ー
ク
ト
が
軍
事
顧
問
団
長
と
し
て
訪
中
す
る
な
ら
ば
、
た
だ
ち
に
在
華
軍
事
顧
問
団
か
ら
出
て
行
く
決
意
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
ヴ
ェ
ッ
ツ
ェ
ル
は
 
介
石
に
も
怒
り
の
矛
先
を
向
け
、「
 
介
石
が
ゼ
ー
ク
ト
へ
の
新
た
な
招
聘
を
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
私
の
背
後
で
行
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
不
謹
慎
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
 
介
石
の
信
じ
が
た
い
中
国
流
忘
恩
」
と
し
て
激
し
く
罵
っ
た
の
で
あ
（
４７
）
っ
た
。
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
の
訪
中
決
定
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
一
九
三
三
年
一
〇
月
二
九
日
、
ゼ
ー
ク
ト
は
 
介
石
に
電
報
を
送
り
、
彼
が
再
訪
中
す
る
か
否
か
は
と
も
か
く
、
 
介
石
の
個
人
顧
問
と
し
て
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
を
、
軍
政
部
再
編
問
題
担
当
顧
問
と
し
て
フ
ァ
ウ
ペ
ル
を
推
薦
し
て
（
４８
）
い
た
。
 
介
石
は
、
ゼ
ー
ク
ト
が
再
訪
中
す
る
こ
と
を
前
提
条
件
と
し
た
上
で
、
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
と
フ
ァ
ウ
ペ
ル
の
受
け
入
れ
を
表
明
し
て
い
た
の
で
（
４９
）
あ
る
。
そ
の
後
「
ド
イ
ツ
側
の
希
望
」
―
―
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ
外
務
省
の
希
望
―
―
に
よ
り
フ
ァ
ウ
ペ
ル
の
訪
中
は
中
止
さ
れ
（
５０
）
た
が
、
ゼ
ー
ク
ト
は
自
分
の
後
継
者
の
含
み
で
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
を
同
行
さ
せ
る
こ
と
に
固
執
し
た
の
で
あ
る
。
ナチス・ドイツと中国国民政府 一九三三―一九三六年 （一）
５５
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
は
一
八
七
八
年
に
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
の
土
地
貴
族
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
ブ
リ
ー
ク
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
を
中
退
し
た
の
ち
、
ヴ
ァ
ー
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
士
官
学
校
で
学
ん
だ
。
そ
こ
で
才
能
を
認
め
ら
れ
て
ベ
ル
リ
ン
・
リ
ヒ
タ
ー
フ
ェ
ル
デ
の
中
央
士
官
学
校
へ
転
校
し
、
そ
の
後
一
八
九
七
年
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
第
九
一
砲
兵
連
隊
に
少
尉
と
し
て
任
官
し
た
。
一
九
〇
〇
年
、
中
国
で
義
和
団
の
反
乱
が
勃
発
す
る
と
、
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
は
志
願
し
て
極
東
派
遣
第
三
砲
兵
連
隊
に
加
わ
っ
た
。
一
九
〇
一
年
に
帰
国
し
た
あ
と
、
陸
軍
大
学
入
学
の
準
備
を
命
じ
ら
れ
、
一
九
〇
四
年
に
日
露
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
東
洋
学
部
に
派
遣
さ
れ
て
日
本
語
の
学
習
に
専
念
し
た
。
一
九
一
二
年
に
は
東
京
駐
在
陸
軍
武
官
に
任
命
さ
れ
、
一
九
一
四
年
八
月
の
日
独
戦
争
勃
発
ま
で
日
本
に
滞
在
し
た
。
崩
壊
寸
前
の
清
朝
へ
の
派
遣
の
あ
と
に
日
本
の
規
律
あ
る
国
民
生
活
お
よ
び
軍
隊
組
織
を
見
聞
し
た
こ
と
は
、
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
に
日
本
に
対
す
る
好
印
象
を
も
た
ら
し
た
と
い
わ
れ
て
（
５１
）
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
一
九
一
五
年
の
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
の
戦
い
に
参
加
し
た
。
一
九
一
六
年
五
月
か
ら
は
ト
ル
コ
に
派
遣
さ
れ
、
一
九
一
七
年
に
は
ケ
マ
ル
・
パ
シ
ャ(M
ustapha
K
em
al
Pasha)
麾
下
の
ト
ル
コ
軍
第
七
軍
参
謀
長
と
し
て
活
躍
し
た
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
Ⅱ
世(W
ilhelm
II)
か
ら
プ
ー
ル
ル
・
メ
リ
ッ
ト
勲
賞
を
授
与
さ
れ
、
ト
ル
コ
駐
在
ド
イ
ツ
陸
軍
全
権
と
し
て
終
戦
を
迎
え
た
。
こ
う
し
た
ト
ル
コ
で
の
体
験
は
、
中
国
や
日
本
で
の
体
験
と
併
せ
、
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
に
外
交
官
的
・
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
な
性
格
を
付
加
し
た
と
い
わ
れ
て
（
５２
）
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
二
〇
年
三
月
に
ベ
ル
リ
ン
で
カ
ッ
プ
一
揆
が
起
こ
る
と
、
シ
ュ
テ
ッ
テ
ィ
ー
ン
第
二
軍
管
区
参
謀
長
で
あ
っ
た
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
は
同
地
区
に
戒
厳
令
を
布
い
て
待
機
の
態
勢
を
取
っ
た
が
、
一
揆
に
加
わ
る
こ
と
な
く
事
態
を
乗
り
切
っ
た
。
そ
の
後
陸
軍
総
司
令
官
ゼ
ー
ク
ト
が
カ
ッ
プ(W
olfgang
K
app)
派
の
海
軍
第
二
師
団
「
エ
ア
ハ
ル
ト
」
の
武
装
解
除
の
た
め
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
を
派
遣
す
る
と
、
武
力
鎮
圧
を
も
辞
さ
な
い
ゼ
ー
ク
ト
を
説
得
し
て
平
和
的
な
解
決
を
目
指
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
後
は
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
（
一
九
二
三
―
二
五
年
）、
ド
レ
ス
デ
ン
（
一
九
二
五
―
三
〇
年
）
で
少
将
と
し
て
砲
兵
学
校
教
官
の
任
務
に
就
き
、
一
九
三
一
年
一
月
に
中
将
の
地
位
で
退
役
し
た
。
早
期
の
退
任
の
理
由
は
、
ド
レ
ス
デ
ン
砲
兵
学
成城法学７９号（２０１０）
５６
校
将
校
の
一
部
が
ナ
チ
ス
支
持
を
公
然
と
表
明
し
た
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
（
５３
）
い
る
。
そ
の
後
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
は
ナ
チ
党
へ
の
入
党
勧
誘
を
断
り
、
右
派
の
ド
イ
ツ
国
家
人
民
党
に
加
入
、
武
装
組
織
「
鉄
兜
団
」
や
反
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
右
翼
連
合
「
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ク
戦
線
」
に
係
わ
っ
た
。
一
九
三
三
年
一
月
の
ヒ
ト
ラ
ー
の
権
力
掌
握
後
、
彼
は
あ
る
晩
餐
会
で
旧
友
パ
ー
ペ
ン
（Fritz
von
Papen,
当
時
副
首
相
）
に
紹
介
さ
れ
て
ヒ
ト
ラ
ー
に
対
面
し
て
い
る
。
ナ
チ
ス
政
権
が
三
四
年
一
月
に
鉄
兜
団
を
解
散
さ
せ
る
と
、
そ
の
指
導
者
の
一
人
で
あ
っ
た
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
も
辞
任
し
た
の
で
あ（
５４
）
る
。
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
に
中
国
か
ら
の
招
聘
が
舞
い
込
ん
だ
の
は
こ
の
よ
う
な
時
期
で
あ
っ
た
。
三
四
年
一
月
一
八
日
に
ゼ
ー
ク
ト
は
手
紙
を
書
き
、
い
ま
ま
で
の
中
国
と
の
交
渉
の
経
緯
を
述
べ
た
上
で
、「
同
行
す
る
用
意
が
あ
る
か
ど
う
か
」
と
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
に
問
い
合
わ
せ
た
の
で
（
５５
）
あ
る
。
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
極
東
情
勢
を
よ
く
知
る
立
場
か
ら
、
中
国
で
の
軍
事
顧
問
活
動
に
つ
い
て
、
若
干
の
疑
念
を
持
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
彼
は
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
は
当
面
揺
る
が
な
い
」
と
考
え
て
お
り
、「
ゼ
ー
ク
ト
は
明
ら
か
に
中
国
で
そ
の
全
面
的
な
発
展
の
可
能
性
に
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
ゼ
ー
ク
ト
の
親
中
国
的
な
情
勢
判
断
に
批
判
的
で
さ
え
あ
（
５６
）
っ
た
。
そ
の
た
め
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
鉄
兜
団
解
散
後
、
新
し
い
ナ
チ
ス
国
家
の
下
で
働
く
か
、
あ
る
い
は
中
国
で
の
任
務
に
就
く
か
で
煩
悶
し
、
い
く
つ
か
の
方
面
と
相
談
し
た
の
で
あ
る
。
ヒ
ト
ラ
ー
は
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
に
「
ド
イ
ツ
本
国
で
の
再
就
職
を
目
指
す
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
示
唆
し
た
よ
う
で
（
５７
）
あ
る
。
ま
た
、
ナ
チ
ス
突
撃
隊
（
Ｓ
Ａ
）
参
謀
長
レ
ー
ム(E
rnst
R
öhm
)
は
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
に
、「
中
国
行
き
に
つ
い
て
は
あ
な
た
だ
け
が
決
定
で
き
る
し
、
ま
た
決
定
す
べ
き
だ
」
と
し
な
が
ら
も
、
も
し
ド
イ
ツ
本
国
で
の
職
務
を
望
む
場
合
は
、「
突
撃
隊
指
導
者
」(SA
-Führer)
と
し
て
の
地
位
を
与
え
、
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
の
「
全
国
指
導
者
学
校
」(R
eichsführerschule
M
ünchen)
で
軍
事
科
学
（
戦
術
）
教
官
と
し
て
採
用
し
た
い
、
と
の
好
意
を
示
（
５８
）
し
た
。
他
方
国
防
大
臣
ブ
ロ
ム
ベ
ル
ク
は
決
定
を
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
に
委
ね
る
と
し
な
が
ら
も
、「
我
々
は
、
本
国
に
お
い
て
と
同
様
、
ナチス・ドイツと中国国民政府 一九三三―一九三六年 （一）
５７
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
再
建
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
暗
に
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
の
中
国
行
き
に
支
持
を
与
え
（
５９
）
た
。
国
防
省
軍
務
局
長
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
も
ブ
ロ
ム
ベ
ル
ク
に
同
意
す
る
と
と
も
に
、「
新
国
家
﹇
ナ
チ
ズ
ム
国
家
﹈
に
対
し
て
正
し
い
態
度
を
有
す
る
若
い
軍
事
顧
問
」
を
同
行
さ
せ
る
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
ま
で
示
唆
（
６０
）
し
た
。
結
局
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
基
本
的
に
は
ド
イ
ツ
国
防
省
の
意
向
に
沿
う
形
で
、
中
国
で
の
任
務
に
就
く
こ
と
に
自
ら
決
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
過
の
あ
と
、
ゼ
ー
ク
ト
は
二
月
八
日
朝
に
外
務
大
臣
ノ
イ
ラ
ー
ト
と
面
会
し
、
妻
ド
ロ
テ
ー(D
orothee
von
Seeckt)
を
伴
っ
て
三
月
九
日
に
中
国
へ
向
け
出
発
す
る
と
い
う
予
定
を
伝
え
た
。
ノ
イ
ラ
ー
ト
は
、
ゼ
ー
ク
ト
訪
中
の
政
治
的
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
お
よ
び
日
本
を
経
由
し
て
中
国
を
訪
問
す
る
よ
う
に
勧
め
た
が
、
ゼ
ー
ク
ト
は
「
中
国
で
の
私
の
立
場
を
初
め
か
ら
悪
く
す
る
」
と
の
理
由
で
拒
否
し
た
。
ノ
イ
ラ
ー
ト
は
さ
ら
に
、
中
国
で
の
滞
在
期
間
に
つ
い
て
、「
一
年
前
の
訪
問
の
時
と
同
様
、
も
し
外
部
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
て
も
曖
昧
に
答
え
て
い
た
だ
き
た
い
」と
要
請
し
た
が
、
ゼ
ー
ク
ト
は
そ
れ
を
承
諾
し
、
「
実
際
ど
の
く
ら
い
中
国
に
滞
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
い
ま
だ
予
定
が
立
た
な
い
」
と
述
べ
た
の
で
（
６１
）
あ
る
。
さ
て
、
ゼ
ー
ク
ト
再
訪
中
の
噂
を
聞
い
た
ド
イ
ツ
駐
在
日
本
大
使
永
井
松
三
は
、
三
月
一
三
日
に
外
務
省
に
ビ
ュ
ー
ロ
次
官
を
訪
ね
、
「
こ
う
し
た
情
報
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
日
本
の
世
論
に
不
安
を
も
た
ら
し
、
現
在
の
良
好
な
日
独
関
係
を
曇
ら
せ
か
ね
な
い
」
と
し
て
説
明
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
ビ
ュ
ー
ロ
は
、「
ゼ
ー
ク
ト
は
も
う
か
な
り
の
高
齢
で
あ
り
、
戦
争
準
備
な
ど
の
任
務
を
引
き
受
け
る
こ
と
な
ど
ま
っ
た
く
不
可
能
」
で
あ
る
と
述
べ
、
永
井
の
懐
柔
を
試
み
た
。
さ
ら
に
ビ
ュ
ー
ロ
は
、
前
年
の
ゼ
ー
ク
ト
訪
中
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
た
の
で
あ
る
。「
ゼ
ー
ク
ト
は
、
報
道
さ
れ
て
い
る
の
と
は
ま
っ
た
く
逆
に
、
戦
争
に
至
る
よ
う
な
紛
争
を
避
け
、
中
国
軍
を
縮
小
し
、
む
し
ろ
警
察
目
的
の
た
め
に
訓
練
す
る
よ
う
中
国
政
府
に
諮
問
し
た
」。「
夫
人
同
伴
と
い
う
の
も
ゼ
ー
ク
ト
訪
中
の
平
和
的
性
格
を
示
し
て
い
る
」。
同
行
を
予
定
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
将
軍
は
長
年
ド
レ
ス
デ
ン
砲
兵
学
校
校
長
を
務
め
た
人
物
で
あ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
の
有
名
な
参
謀
総
長
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
イ
ン
将
軍(E
rich
von
Falkenhayn)
と
取
り
成城法学７９号（２０１０）
５８
違
え
て
は
な
ら
な
い
。「
前
線
将
校
と
か
参
謀
将
校
」
な
ど
で
は
な
く
、
国
防
政
策
的
に
見
て
も
疑
わ
し
い
性
格
の
軍
人
で
は
な
い
。
「
我
が
国
の
外
交
政
策
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
紛
争
の
可
能
性
を
出
来
る
限
り
排
除
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
」、
と
。
こ
う
し
た
ビ
ュ
ー
ロ
の
説
明
に
対
し
永
井
は
、「
メ
ッ
ケ
ル
が
日
本
軍
の
再
編
成
に
対
し
て
行
っ
た
不
朽
の
功
績
」
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
す
な
、
と
応
じ
、
さ
し
あ
た
り
矛
を
収
め
た
の
で
（
６２
）
あ
る
。
２
ク
ラ
イ
ン
の
「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
進
展
と
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
の
成
立
ク
ラ
イ
ン
の
「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
以
上
の
よ
う
に
ゼ
ー
ク
ト
は
、
第
一
回
中
国
訪
問
に
続
き
、
一
九
三
三
年
秋
か
ら
翌
三
四
年
二
月
に
か
け
て
、
 
介
石
の
数
度
に
わ
た
る
執
拗
な
要
請
を
受
け
、
再
訪
中
の
可
否
、
訪
問
形
式
、
訪
問
期
間
、
報
酬
、
同
伴
者
な
ど
の
件
で
、
中
国
側
や
ド
イ
ツ
国
防
省
を
始
め
と
し
た
官
庁
・
個
人
と
の
間
で
様
々
な
交
渉
を
行
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
で
ゼ
ー
ク
ト
は
、
 
介
石
の
求
め
に
応
じ
て
、
今
回
は
、
前
回
と
異
な
り
、
在
華
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
長
に
就
任
す
る
決
意
を
固
め
た
。
し
か
も
軍
事
顧
問
団
長
後
任
の
含
み
で
フ
ァ
ル
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
を
同
行
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
交
渉
と
平
行
し
て
、
ゼ
ー
ク
ト
は
、
こ
の
間
、
長
年
の
知
人
で
あ
る
武
器
商
人
ハ
ン
ス
・
ク
ラ
イ
ン(H
ans
K
lein)
と
も
中
国
で
の
活
動
に
つ
い
て
調
整
を
行
っ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
ゼ
ー
ク
ト
の
第
一
回
中
国
訪
問
自
体
が
、
ク
ラ
イ
ン
の
中
国
で
の
活
動
と
密
接
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ク
ラ
イ
ン
は
、
ゼ
ー
ク
ト
が
南
京
や
北
京
を
訪
問
し
て
い
る
間
、
広
州
で
武
器
工
場
建
設
の
た
め
の
交
渉
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
交
渉
は
、
一
九
三
三
年
七
月
二
〇
日
、
南
京
国
民
政
府
と
敵
対
し
て
い
た
西
南
派
（「
国
民
政
府
西
南
政
務
委
員
会
」
お
よ
び
「
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
西
南
執
行
部
」）
の
陳
済
棠
・
李
宗
仁
と
の
間
で
、
大
砲
工
場
を
広
東
省
に
建
設
す
る
合
意
と
し
て
ナチス・ドイツと中国国民政府 一九三三―一九三六年 （一）
５９
結
実
し
て
い
た
（「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）。
契
約
は
、
広
東
省
清
遠
県
琶
江
口
の
南
に
以
下
の
如
き
武
器
工
場
を
建
設
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
 
大
砲
工
場
（
一
八
五
万
香
港
ド
ル
）、
砲
弾
・
信
管
・
薬
莢
工
場
（
一
〇
七
万
五
千
香
港
ド
ル
）、

毒
ガ
ス
工
場
（
四
九
万
香
港
ド
ル
）、

防
毒
マ
ス
ク
工
場
（
六
万
五
千
香
港
ド
ル
）。
そ
の
他
の
費
用
を
含
め
、
契
約
総
額
は
約
五
五
〇
万
香
港
ド
ル
に
上
（
６３
）
っ
た
。
ゼ
ー
ク
ト
は
南
京
か
ら
ド
イ
ツ
へ
の
帰
途
、
広
州
に
立
ち
寄
り
、
こ
う
し
た
ク
ラ
イ
ン
と
西
南
派
の
契
約
を
後
見
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
契
約
締
結
当
初
か
ら
、
ド
イ
ツ
外
務
省
か
ら
の
強
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
一
九
三
三
年
八
月
一
日
、
広
州
駐
在
ド
イ
ツ
総
領
事
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー(W
ilhelm
W
agner)
は
、
 
南
京
政
府
は
そ
れ
を
敵
対
的
行
動
と
判
断
す
る
だ
ろ
う
、

ド
イ
ツ
が
日
本
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
と
重
大
な
紛
争
に
陥
る
危
険
が
あ
る
、

財
政
的
リ
ス
ク
が
大
き
い
、
と
の
三
点
で
の
批
判
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
 
の
点
に
関
し
ク
ラ
イ
ン
は
、「
南
京
に
は
根
回
し
し
て
あ
る
」
し
、「
南
京
と
広
州
の
権
力
者
の
間
で
は
秘
密
の
合
意
が
あ
る
」
の
で
「
心
配
の
必
要
は
な
い
」
と
答
え
た
。
ま
た

に
つ
い
て
は
、「
リ
ス
ク
は
ド
イ
ツ
の
関
係
当
局
に
よ
っ
て
慎
重
に
衡
量
さ
れ
て
い
る
」
し
、「
他
の
国
々
は
別
の
問
題
で
忙
殺
さ
れ
て
い
る
の
で
危
険
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に

に
つ
い
て
ク
ラ
イ
ン
は
、「
非
常
に
有
利
な
支
払
い
条
件
」
を
確
保
し
、
銀
行
の
保
証
も
得
た
の
で
心
配
は
な
い
、
と
の
姿
勢
を
示
し
た
。
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
は
こ
れ
に
対
し
「
反
乱
、
ク
ー
デ
タ
な
ど
が
起
こ
っ
た
ら
い
っ
た
い
そ
ん
な
保
証
な
ど
何
の
役
に
立
つ
の
か
」
と
の
正
当
な
疑
問
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
ン
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
政
府
の
輸
出
振
興
策
で
あ
る
「
帝
国
欠
損
保
障
」(R
eichsgarantee)
を
申
請
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
、
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
が
「
兵
器
輸
出
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
に
違
反
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
疑
問
を
呈
す
る
と
、
ク
ラ
イ
ン
は
「
兵
器
の
輸
出
で
は
な
く
、
製
造
機
械
の
輸
出
だ
か
ら
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
よ
っ
て
も
許
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
は
、「
兵
器
製
造
機
械
が
輸
出
さ
れ
る
の
は
明
白
」
で
あ
る
か
ら
、「
帝
国
欠
損
保
障
の
付
与
は
ま
っ
た
く
成城法学７９号（２０１０）
６０
考
え
ら
れ
な
い
」
と
の
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
一
番
の
疑
問
は
、
な
に
よ
り
も
、「
い
っ
た
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
い
か
に
成
立
し
た
の
か
、
ド
イ
ツ
の
誰
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
の
か
、
皆
目
分
か
ら
ぬ
」
点
に
あ
っ
た
。
ク
ラ
イ
ン
が
「
本
国
の
高
い
地
位
の
機
関
」
の
関
与
を
示
唆
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
や
や
先
回
り
し
て
述
べ
れ
ば
、
こ
の
ク
ラ
イ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
後
に
は
、
国
防
大
臣
ブ
ロ
ム
ベ
ル
ク
、
国
防
省
軍
務
局
長
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
、
陸
軍
兵
器
部
長
（
の
ち
国
防
省
国
防
経
済
幕
僚
部
長
）
ト
ー
マ
ス(G
eorg
T
hom
as)
ら
ド
イ
ツ
国
防
省
首
脳
の
強
い
支
持
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
広
州
の
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
か
ら
こ
の
報
告
を
受
け
取
っ
た
北
京
駐
在
ド
イ
ツ
公
使
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
は
、
九
月
一
八
日
、
報
告
を
ベ
ル
リ
ン
の
外
務
省
に
転
送
す
る
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な
意
見
を
付
け
加
え
た
の
で
あ
る
。「
広
東
政
府
と
中
央
政
府
と
の
関
係
は
非
常
に
不
安
定
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
は
重
大
な
疑
念
を
呈
せ
ざ
る
を
得
（
６４
）
な
い
」。
ク
ラ
イ
ン
 
ゼ
ー
ク
ト
の
「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
関
す
る
以
上
の
よ
う
な
中
国
か
ら
の
報
告
に
外
務
省
は
動
揺
し
、
直
ち
に
調
査
を
開
始
し
た
。
ド
イ
ツ
国
防
省
と
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
の
成
立
一
方
帰
国
し
た
ク
ラ
イ
ン
は
、「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
関
し
、
ド
イ
ツ
国
防
省
に
報
告
し
、
そ
の
実
現
方
法
等
に
つ
き
相
談
し
た
。
国
防
省
、
と
く
に
兵
器
部
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
大
き
な
関
心
を
示
し
、
自
ら
関
係
各
機
関
・
部
署
と
の
調
整
に
乗
り
出
し
た
。
兵
器
部
の
デ
グ
ラ
ー
ル(de
G
rahl)
と
ト
ー
マ
ス
は
、
一
〇
月
、
ベ
ル
リ
ン
駐
在
中
国
公
使
館
を
訪
問
し
、
ク
ラ
イ
ン
を
商
務
書
記
官
譚
伯
羽
に
紹
介
（
６５
）
し
た
。
さ
ら
に
デ
グ
ラ
ー
ル
と
ト
ー
マ
ス
は
、
外
務
省
と
協
議
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
ク
ラ
イ
ン
を
連
れ
て
外
務
省
第
四
部
（
東
欧
・
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ー
ヴ
ィ
ア
・
東
ア
ジ
ア
担
当
）
の
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
一
等
参
事
官
（Felix
A
ltenburg,
東
ア
ジ
ア
経
済
問
題
担
当
）
を
訪
問
し
た
の
で
（
６６
）
あ
る
。
こ
の
場
で
外
務
省
は
ク
ラ
イ
ン
の
氏
素
性
を
初
め
て
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
ク
ラ
イ
ン
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
秘
密
の
対
ソ
武
器
貿
易
の
分
野
で
暗
躍
し
た
武
器
会
社
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
の
社
長
で
、
そ
の
関
ナチス・ドイツと中国国民政府 一九三三―一九三六年 （一）
６１
係
で
ゼ
ー
ク
ト
と
親
密
で
あ
り
、「
国
防
軍
に
近
い
立
場
」
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ク
ラ
イ
ン
は
そ
の
場
で
外
務
省
側
に
彼
の
「
華
南
旅
行
お
よ
び
広
東
政
府
と
の
軍
需
工
場
契
約
」
の
概
要
に
つ
い
て
話
し
た
の
ち
、
七
〇
〇
万
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
の
帝
国
欠
損
保
障
を
付
与
す
る
よ
う
外
務
省
に
要
求
し
た
の
で
（
６７
）
あ
る
。
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
は
ク
ラ
イ
ン
の
「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
聞
い
て
当
惑
し
た
が
、
外
務
省
に
よ
る
政
治
的
側
面
の
検
討
を
留
保
し
つ
つ
も
、
ク
ラ
イ
ン
に
と
も
か
く
経
済
省
お
よ
び
政
府
系
の
ド
イ
ツ
監
査
信
託
会
社
（D
eutsche
R
evisions-
und
T
reuhand-
A
ktiengesellschaft
、
帝
国
欠
損
保
障
の
担
当
機
関
）
と
相
談
す
る
よ
う
に
勧
め
た
の
で
（
６８
）
あ
る
。
そ
の
後
ク
ラ
イ
ン
は
さ
ら
に
経
済
省
を
訪
問
し
た
が
、
そ
の
時
経
済
省
上
級
参
事
官
ケ
ー
ラ
ー(W
ilhelm
K
öhler)
は
、
ク
ラ
イ
ン
が
帝
国
欠
損
保
障
の
対
象
で
あ
る
製
造
業
者
で
は
な
く
、
貿
易
商
で
あ
る
と
の
形
式
的
な
理
由
で
ク
ラ
イ
ン
の
申
請
に
難
色
を
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
後
も
ク
ラ
イ
ン
は
、
外
務
省
に
は
秘
密
裏
に
、
帝
国
欠
損
保
障
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
断
念
し
つ
つ
、
ド
イ
ツ
各
工
業
会
社
と
の
交
渉
を
継
続
し
た
の
で
（
６９
）
あ
る
。
外
務
省
の
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
は
そ
の
間
ク
ラ
イ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
政
治
的
側
面
を
検
討
し
た
が
、
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
と
同
じ
く
彼
も
中
国
中
央
政
府
と
西
南
派
と
の
政
治
的
な
対
立
に
か
ん
が
み
て
華
南
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
軍
需
工
業
・
兵
器
生
産
分
野
で
の
活
動
に
疑
念
を
表
明
し
た
。
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
に
よ
れ
ば
、
中
国
に
お
け
る
軍
事
経
済
領
域
で
の
ド
イ
ツ
の
活
動
は
南
京
中
央
政
府
の
支
援
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
三
三
年
一
一
月
に
発
生
し
た
中
国
第
一
九
路
軍
を
中
心
と
す
る
福
建
人
民
革
命
政
府
の
樹
立
お
よ
び
紅
軍
と
の
「
反
 
抗
日
初
歩
協
定
」
の
締
結
は
、「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
関
す
る
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
外
務
省
の
疑
念
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る
方
向
で
作
用
し
た
の
で
（
７０
）
あ
る
。
外
務
大
臣
ノ
イ
ラ
ー
ト
は
一
二
月
二
日
、
九
月
一
八
日
付
の
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
報
告
を
国
防
大
臣
ブ
ロ
ム
ベ
ル
ク
と
経
済
大
臣
シ
ュ
ミ
ッ
ト(K
urt
Schm
idt)
に
送
付
し
、
こ
う
し
た
外
務
省
の
疑
念
を
伝
（
７１
）
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
間
、
ク
ラ
イ
ン
の
計
画
が
「
国
防
省
、
と
り
わ
け
兵
器
部
に
お
い
て
強
力
な
支
援
を
得
て
い
る
」
こ
と
が
外
務
省
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
（
７２
）
っ
た
。
し
か
も
当
時
ブ
ロ
ム
ベ
ル
成城法学７９号（２０１０）
６２
ク
、
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
、
ト
ー
マ
ス
ら
ド
イ
ツ
国
防
省
首
脳
は
、
広
東
に
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
を
派
遣
す
る
こ
と
ま
で
考
慮
し
て
い
た
こ
と
が
や
が
て
明
ら
か
に
（
７３
）
な
る
。
翌
一
九
三
四
年
一
月
二
四
日
、
ク
ラ
イ
ン
を
社
長
と
し
、
国
防
省
の
ト
ー
マ
ス
を
監
査
役
と
す
る
半
官
的
な
有
限
会
社
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
(H
andelsgesellschaft
für
industrielle
Produkte)
が
ベ
ル
リ
ン
に
設
立
さ
れ
、
以
後
ク
ラ
イ
ン
の
計
画
を
推
進
す
る
母
体
と
な
る
。
３
南
京
国
民
政
府
の
ク
ラ
イ
ン
「
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
批
判
ド
イ
ツ
駐
在
中
国
公
使
館
こ
の
間
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
ク
ラ
イ
ン
と
関
係
各
社
と
の
交
渉
は
外
部
に
漏
洩
し
、
ド
イ
ツ
駐
在
中
国
公
使
館
の
察
知
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
の
報
告
を
受
け
た
国
民
政
府
外
交
部
は
、
一
九
三
四
年
一
月
二
九
日
、
ド
イ
ツ
駐
在
中
国
公
使
劉
崇
傑
に
電
報
で
以
下
の
よ
う
な
指
示
を
発
し
た
の
で
あ
る
。
 
介
石
総
司
令
と
協
議
の
結
果
、
ド
イ
ツ
政
府
に
以
下
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
し
。
広
東
省
領
域
に
お
け
る
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
の
雇
用
お
よ
び
軍
需
工
場
の
設
立
に
は
南
京
中
央
政
府
の
事
前
の
許
可
を
必
要
と
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
ベ
ル
リ
ン
駐
在
中
国
公
使
館
は
、
ド
イ
ツ
政
府
各
省
に
抗
議
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
一
月
二
九
日
、
ベ
ル
リ
ン
駐
在
中
国
公
使
館
商
務
書
記
官
譚
伯
羽
は
、
ド
イ
ツ
国
防
省
の
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
軍
務
局
長
を
訪
れ
、
上
記
の
電
報
に
基
づ
く
申
し
入
れ
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
時
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
は
中
国
側
の
申
し
入
れ
に
対
し
て
否
定
的
な
反
応
を
示
し
、
譚
伯
羽
は
、
「
遺
憾
な
が
ら
」、「
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
将
軍
は
中
国
の
微
妙
な
内
政
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
有
し
て
い
な
い
」
と
確
認
せ
ざ
る
を
ナチス・ドイツと中国国民政府 一九三三―一九三六年 （一）
６３
得
な
か
っ
た
。
た
だ
し
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
は
、
中
国
中
央
政
府
へ
の
一
定
程
度
の
譲
歩
を
示
し
、
会
談
後
、
譚
伯
羽
に
電
話
連
絡
し
、「
ド
イ
ツ
将
校
を
顧
問
と
し
て
広
東
に
派
遣
す
る
計
画
は
断
念
し
た
」
と
通
告
し
て
き
た
。
さ
ら
に
二
日
後
の
二
月
一
日
、
譚
伯
羽
は
、
劉
崇
傑
公
使
の
指
示
で
今
度
は
ド
イ
ツ
外
務
省
の
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
を
訪
問
し
、
上
記
の
電
報
を
示
し
た
の
ち
、「
西
南
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
軍
拡
計
画
は
中
国
中
央
政
府
に
と
っ
て
非
常
に
不
快
」
な
の
で
、
ド
イ
ツ
政
府
が
ク
ラ
イ
ン
の
計
画
を
「
阻
止
す
る
よ
う
」
強
く
要
請
し
た
。
最
後
に
譚
伯
羽
は
、
ド
イ
ツ
国
防
省
に
も
働
き
か
け
る
よ
う
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
に
要
請
し
た
の
で
（
７４
）
あ
る
。
こ
の
譚
伯
羽
の
要
請
を
受
け
、
外
務
次
官
ビ
ュ
ー
ロ
は
、
国
防
相
ブ
ロ
ム
ベ
ル
ク
に
書
簡
を
送
り
、「
か
な
り
の
程
度
独
立
し
た
省
﹇
広
東
﹈
に
お
け
る
軍
事
力
の
拡
大
は
、
遅
か
れ
早
か
れ
南
京
中
央
政
府
に
対
す
る
軍
事
的
脅
威
と
な
る
」
と
主
張
し
た
。
し
か
も
こ
れ
ま
で
の
経
過
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、「
広
東
に
お
け
る
ク
ラ
イ
ン
氏
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
南
京
中
央
政
府
の
許
可
が
下
り
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
」
で
あ
る
。
ビ
ュ
ー
ロ
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
南
京
中
央
政
府
と
の
友
好
的
な
関
係
、
と
り
わ
け
 
介
石
総
司
令
と
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
お
よ
び
ゼ
ー
ク
ト
将
軍
と
の
関
係
を
鑑
み
る
と
き
、
ド
イ
ツ
軍
需
産
業
や
、
い
わ
ん
や
ド
イ
ツ
官
庁
が
広
東
の
軍
拡
計
画
を
支
援
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
た
ん
に
独
中
の
政
治
的
友
好
関
係
の
み
な
ら
ず
、
実
り
多
い
経
済
的
友
好
関
係
に
も
重
大
な
危
害
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
ビ
ュ
ー
ロ
は
、
ブ
ロ
ム
ベ
ル
ク
に
次
の
よ
う
に
厳
し
く
要
求
し
た
。「
ク
ラ
イ
ン
氏
お
よ
び
国
防
省
下
部
機
関
に
対
し
、
広
東
の
軍
需
産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
し
な
い
よ
う
命
じ
て
い
た
だ
き
（
７５
）
た
い
」。
こ
う
し
て
、
ク
ラ
イ
ン
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
め
ぐ
り
、
ド
イ
ツ
国
防
省
と
外
務
省
の
間
で
の
鮮
明
な
政
府
内
政
治
対
立
が
惹
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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関
係
各
省
会
議
前
述
の
よ
う
な
政
治
的
立
場
に
基
づ
き
、
一
九
三
四
年
二
月
七
日
、
外
務
省
は
国
防
省
に
連
絡
し
、
ク
ラ
イ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
ほ
と
ん
ど
実
行
不
可
能
」
と
述
べ
た
あ
と
、
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
・
国
防
省
・
経
済
省
・
財
務
省
お
よ
び
外
務
省
の
五
者
か
ら
な
る
関
係
各
省
連
絡
会
議
の
開
催
を
求
め
た
の
で
（
７６
）
あ
る
。
会
議
は
二
月
一
六
日
正
午
に
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
通
り
の
外
務
省
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
（
７７
）
っ
た
。
こ
の
席
で
は
ま
ず
外
務
省
の
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
が
ク
ラ
イ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
概
要
を
説
明
し
、「
広
東
省
で
の
軍
事
顧
問
の
任
用
と
軍
事
施
設
の
建
設
に
は
南
京
中
央
政
府
の
事
前
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
中
国
国
民
政
府
の
立
場
を
説
明
し
た
。
第
四
部
（
東
ア
ジ
ア
担
当
）
の
キ
ュ
ー
ル
ボ
ー
ン(G
eorg
K
uhlborn)
公
使
館
参
事
官
は
「
信
用
供
与
に
よ
る
支
払
い
の
担
保
に
関
す
る
ク
ラ
イ
ン
の
主
張
が
す
べ
て
事
実
に
合
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
同
じ
く
第
四
部
の
シ
ュ
ト
ラ
ー(W
ilhelm
Stoller)
領
事
が
広
東
省
の
経
済
状
態
・
財
政
状
態
は
必
ず
し
も
良
好
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
説
明
し
、
続
け
て
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
が
独
中
関
係
お
よ
び
中
国
内
政
一
般
に
つ
い
て
解
説
し
、「
中
国
中
央
政
府
に
と
っ
て
望
ま
し
く
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
れ
ば
、
独
中
両
国
の
間
に
存
在
し
て
い
る
信
頼
関
係
が
揺
ら
ぎ
、
中
国
政
府
に
対
す
る
良
好
な
関
係
が
危
殆
に
瀕
す
る
」
と
の
危
機
感
を
顕
わ
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
は
、
国
防
省
に
と
っ
て
は
ク
ラ
イ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
軍
事
的
側
面
が
重
要
だ
と
述
べ
、
国
防
省
の
「
省
益
」
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
ま
ず
一
般
的
に
国
内
軍
需
産
業
と
外
国
市
場
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
現
在
ド
イ
ツ
軍
需
産
業
は
、
内
需
の
み
で
は
十
分
な
操
業
状
態
に
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
か
ら
の
契
約
を
受
注
す
る
こ
と
に
よ
り
生
産
能
力
を
強
化
し
、
必
要
な
場
合
に
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
経
済
的
に
見
て
も
、
ク
ラ
イ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
支
持
し
う
る
。「
予
定
さ
れ
た
担
保
は
、
中
国
中
央
政
府
が
い
ま
ま
で
ナチス・ドイツと中国国民政府 一九三三―一九三六年 （一）
６５
提
供
し
て
き
た
も
の
よ
り
も
大
き
い
」。
し
か
も
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
成
し
た
あ
か
つ
き
に
は
、
中
国
で
も
っ
と
も
豊
か
な
省
の
う
ち
の
一
つ
﹇
広
東
省
﹈
に
お
い
て
ド
イ
ツ
工
業
の
販
路
を
著
し
く
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
」。
た
し
か
に
南
京
中
央
政
府
は
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
を
雇
用
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
南
京
か
ら
ク
ラ
イ
ン
の
広
東
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
比
肩
し
う
る
よ
う
な
注
文
が
ド
イ
ツ
軍
需
産
業
に
与
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
ク
ラ
イ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
放
棄
せ
よ
と
い
う
南
京
中
央
政
府
の
要
求
は
、
そ
れ
に
見
合
う
よ
う
な
対
価
な
し
に
は
認
め
ら
れ
な
い
」。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
南
京
中
央
政
府
が
ド
イ
ツ
の
貿
易
を
損
な
う
よ
う
な
重
大
な
結
論
を
導
き
出
す
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
ク
ラ
イ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
基
本
的
に
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
し
か
し
な
が
ら
最
後
に
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
は
「
今
の
段
階
で
は
交
渉
を
引
き
延
ば
す
こ
と
に
異
存
は
な
い
」と
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
提
案
し
、
外
務
省
に
一
定
の
妥
協
的
な
態
度
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
か
否
か
の
最
終
的
な
決
定
は
、
近
い
う
ち
に
訪
中
す
る
ゼ
ー
ク
ト
将
軍
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
 
介
石
お
よ
び
南
京
中
央
政
府
の
賛
同
を
何
ら
か
の
形
で
得
ら
れ
る
か
否
か
を
確
認
し
た
の
ち
に
下
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
は
「
交
渉
を
引
き
延
ば
し
、
ゼ
ー
ク
ト
と
 
介
石
の
話
し
合
い
の
結
果
を
待
つ
」
と
す
る
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
の
譲
歩
を
歓
迎
し
、
そ
れ
を
「
差
し
当
た
り
最
良
の
解
決
策
」
と
評
価
し
た
の
で
（
７８
）
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ク
ラ
イ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
否
は
ゼ
ー
ク
ト
と
 
介
石
と
の
協
議
い
か
ん
に
か
か
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国
民
政
府
外
交
部
の
動
き
一
方
、
南
京
で
も
国
民
政
府
外
交
部
が
北
京
の
ド
イ
ツ
公
使
館
へ
の
働
き
か
け
を
始
め
て
い
た
。
一
九
三
四
年
二
月
二
四
日
、
外
交
部
政
務
次
長
徐
謨
は
南
京
に
駐
在
す
る
ド
イ
ツ
公
使
館
参
事
官
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー(M
artin
Fischer)
と
会
談
し
、
ク
ラ
イ
ン
・
プ
ロ
ジ
成城法学７９号（２０１０）
６６
ェ
ク
ト
に
関
し
国
民
政
府
が
 
ん
で
い
る
以
下
の
よ
う
な
情
報
を
与
え
た
。
ド
イ
ツ
で
ク
ラ
イ
ン
の
下
に
様
々
な
会
社
か
ら
な
る
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
が
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
目
的
は
軍
需
品
お
よ
び
兵
器
工
場
か
ら
な
る
大
規
模
な
軍
需
契
約
を
広
東
政
府
の
た
め
に
実
施
す
る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
ク
ラ
イ
ン
は
、
広
東
省
当
局
は

介
石
総
司
令
の
賛
成
を
確
保
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
彼
自
身
は
心
配
し
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
徐
謨
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
に
、
こ
の
ク
ラ
イ
ン
の
主
張
は
「
ま
っ
た
く
根
拠
を
欠
い
て
い
る
」
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
徐
謨
は
以
下
の
よ
う
に
続
け
る
。
中
国
政
府
は
こ
う
し
た
情
報
に
よ
り
暴
露
さ
れ
た
軍
拡
計
画
を
非
常
に
憂
慮
し
て
い
る
。
私
﹇
徐
謨
﹈
は
こ
こ
で
総
司
令
﹇

介
石
﹈
の
明
示
的
な
同
意
に
基
づ
き
、
遅
滞
な
く
ド
イ
ツ
政
府
の
注
意
を
喚
起
し
た
と
思
う
。
輸
入
の
統
制
に
関
す
る
排
他
的
な
管
轄
権
は
政
府
自
身
が
行
使
す
る
。
こ
れ
が
武
器
貿
易
に
関
す
る
中
国
政
府
の
立
場
で
あ
る
。
最
後
に
徐
謨
は
、
ド
イ
ツ
で
は
す
で
に
船
積
み
が
始
ま
っ
て
い
る
と
の
情
報
を
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
に
与
え
た
の
で
あ
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
会
談
後
、
北
京
の
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
公
使
と
連
絡
を
取
っ
た
の
ち
、
徐
謨
に
電
話
を
し
、「
ド
イ
ツ
外
務
省
は
、
中
国
政
府
の
問
い
合
わ
せ
に
関
し
て
す
で
に
国
防
省
と
連
絡
を
取
っ
た
」
と
伝
え
た
の
で
（
７９
）
あ
る
。
そ
の
後
中
国
国
民
政
府
は
四
月
三
〇
日
に
各
国
宛
て
に
口
上
書
を
発
し
、「
中
国
の
主
権
領
域
へ
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
不
法
な
軍
事
物
資
輸
入
を
阻
止
す
る
」
た
め
、「
中
国
公
使
館
の
事
前
の
許
可
の
な
い
軍
需
物
資
の
輸
出
を
禁
止
」
す
る
よ
う
各
国
外
交
当
局
に
求
め
た
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
手
続
を
迂
回
し
た
軍
需
物
資
は
、「
中
国
当
局
に
よ
っ
て
例
外
な
く
没
収
さ
れ
る
」
と
の
処
置
も
明
記
さ
れ
た
の
で
（
８０
）
あ
る
。
こ
う
し
た
緊
張
状
態
の
中
、
四
月
八
日
、
長
い
船
旅
の
の
ち
、
ゼ
ー
ク
ト
は
上
海
に
到
着
（
８１
）
し
た
。
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（
１
）
K
reditzusatzvertrag
zu
dem
zw
ischen
der
chinesischen
R
egierung
und
H
ans
K
lein
abgeschlossenen
W
arenaustausch−
V
ertrag
vom
23.
A
ugust
1934,
A
D
A
P
,
C
-V
,
S.
382-383;
「
中
徳
信
用
借
款
合
同
」、
中
国
第
二
歴
史
档
案
館
編
『
中
徳
外
交
密
档
一
九
二
七
―
一
九
四
七
』
桂
林
・
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
三
二
九
―
三
三
〇
頁
。
（
２
）
B
ernd
M
artin,
” D
ie
deutsch-japanischen
B
eziehungen
w
ährend
des
D
ritten
R
eiches“,
in:
M
anfred
Funke
(H
rsg.),
H
itler,
D
eutschland
und
die
M
ächte,
D
üsseldorf:
D
roste,
1978;
G
erhard
K
rebs,
Japans
D
eutschlandpolitik
1935-1941,
H
am
burg:
G
esellschaft
für
N
atur-
und
V
ölkerkunde
O
stasiens
1984.
田
嶋
信
雄
『
ナ
チ
ズ
ム
外
交
と
「
満
洲
国
」』
東
京
・
千
倉
書
房
、
一
九
九
二
年
。
同
『
ナ
チ
ズ
ム
極
東
戦
略
』
東
京
・
講
談
社
、
一
九
九
七
年
。
（
３
）
田
嶋
信
雄
『
ナ
チ
ズ
ム
外
交
と
「
満
洲
国
」』、
三
―
一
一
〇
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
４
）
K
arl
D
rechsler,
D
eutschland-C
hina-Japan,
1933-1939.
D
as
D
ilem
m
a
der
deutschen
F
ernostpolitik,
A
kadem
ie-V
erlag
(B
erlin-
O
st)
1964;
John
P.
Fox,
G
erm
any
and
the
F
ar
E
astern
C
risis
1931-1938,
O
xford:
O
xford
U
niversity
Press
1982.
（
５
）
H
artm
ut
B
loß,
” D
eutsche
C
hinapolitik
im
D
ritten
R
eich“,
in:
M
anfred
Funke
(H
rsg.),
H
itler,
D
eutschland
und
die
M
ächte,
D
üsseldorf:
D
roste
1978,
S.
407-429.
（
６
）
U
do
R
atenhof,
D
ie
C
hinapolitik
des
D
eutschen
R
eiches
1871-1945,
B
oppard/R
h.:
H
arald
B
oldt
V
erlag
1987.
（
７
）
W
illiam
C
.
K
irby,
G
erm
any
and
R
epublican
C
hina,
Stanford:
Stanford
U
niversity
Press
1984.
（
８
）
A
dolf
V
ogt,
O
berst
M
ax
B
auer.
G
eneralstabsoffizier
im
Z
w
ielicht
1869-1929,
O
snabrück:
B
iblio
V
erlag
1974;
Friedrich
von
R
abenau,
Seeckt.
A
us
seinem
L
eben
1918-1936,
L
eipzig:
H
ase
&
K
oehler
V
erlag
1940;
H
ans
M
eier-W
elcker,
Seeckt,
Frankfurt/
M
.:
B
ernard
&
G
raefe
V
erlag
für
W
ehrw
esen,1967;
H
si-H
uey
L
iang,
T
he
Sino-G
erm
an
C
onnection.
A
lexander
von
F
alken-
hausen
betw
een
C
hina
and
G
erm
any
1900-1941,
A
ssen/A
m
sterdam
:
V
an
G
orcum
1978.
（
９
）
B
ernd
M
artin
(H
rsg.),
D
ie
deutsche
B
eraterschaft
in
C
hina.
M
ilitär-
W
irtschaft-
A
ußenpolitik,
D
üsseldorf:
D
roste
1981.
（
１０
）
周
恵
民
『
徳
国
対
華
政
策
研
究
』
台
北
・
三
民
書
局
、
一
九
九
五
年
。
（
１１
）
馬
振
特
・
戚
如
高
『
 
介
石
与
希
特
勒
―
―
民
国
時
期
的
中
徳
関
係
』
台
北
・
東
大
図
書
公
司
、
一
九
九
八
年
。
（
１２
）
王
憲
群
「
合
歩
楼
公
司
与
中
徳
関
係
」
一
九
九
五
年
、
国
立
台
湾
大
学
図
書
館
。
（
１３
）
李
学
通
『
翁
文

年
譜
』
済
南
・
山
東
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。
（
１４
）
鄭
友
揆
・
程
麟
孫
・
張
伝
洪
『
旧
中
国
的
資
源
委
員
会
―
―
史
実
与
評
価
』
上
海
・
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。
成城法学７９号（２０１０）
６８
（
１５
）
Politisches
A
rchiv
des
A
usw
ärtigen
A
m
ts
(folgend
zitiert
als
PA
A
A
),
” Projekt
K
lein“.
（
１６
）
Sam
m
lung
” D
eutsche
B
eraterschaft
in
C
hina“,
in:
B
undesarchiv-M
ilitärarchiv,
Freiburg
im
B
reisgau
(folgend
zitiert
als
B
A
-
M
A
),
M
sg.
160.
（
１７
）
N
achlaß
H
ans
von
Seeckt,
in:
B
A
-M
A
,
N
247.
（
１８
）
N
achlaß
A
lexander
von
Falkenhausen,
in:
B
A
-M
A
,
N
l
246.
（
１９
）
B
estand
R
W
19,
W
iIF
5,
in:
B
A
-M
A
.
（
２０
）
A
kten
zur
D
eutschen
A
usw
ärtigen
P
olitik
1918-1945
(folgend
zitiert
als
A
D
A
P
).
（
２１
）
M
echthild
L
eutner
(H
rsg.),
Q
uellen
zur
G
eschichte
der
deutsch-chinesischen
B
eziehungen
1897
bis
1995,
B
erlin:
A
kadem
ie
V
erlag1997-.
（
２２
）
中
国
第
二
歴
史
档
案
館
（
編
）『
中
徳
外
交
密
档
一
九
二
七
―
一
九
四
七
』
桂
林
・
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。
（
２３
）
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
史
料
叢
刊
『
徳
国
外
交
档
案
一
九
二
八
―
一
九
三
八
年
之
中
徳
関
係
』
台
北
・
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
一
九
九
一
年
。
（
２４
）
秦
孝
儀
総
編
纂
『
総
統
 
公
大
事
長
編
初
稿
』
台
北
・
中
正
文
教
基
金
会
、
一
九
七
八
年
―
。
（
２５
）
『
 
中
正
総
統
档
案
事
略
稿
本
』
新
店
・
国
史
舘
二
〇
〇
三
年
―
。
（
２６
）
国
防
部
史
政
編
訳
局
編
印
『
兪
大
維
先
生
年
譜
資
料
初
編
』（
一
）（
二
）（
三
）、
台
北
・
国
防
部
史
政
編
訳
局
、
一
九
九
六
年
。
兪
大
維
に
は
以
下
の
伝
記
も
あ
る
。
李
元
兵
『
兪
大
維
伝
』
台
北
・
台
湾
日
報
社
、
一
九
九
三
年
。
（
２７
）
W
alter
E
chert,
H
A
P
R
O
in
C
hina.
E
in
B
ericht
über
E
ntstehung
und
E
ntw
icklung
des
deutsch-chinesischen
A
ustauschvertrages
1930-1937,
o.
O
,
o.
D
.
筆
者
（
田
嶋
）
は
、
在
華
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
団
事
務
所
に
勤
務
し
て
お
ら
れ
た
イ
ン
ゲ
ボ
ル
ク
・
ク
ラ
ー
ク
女
史(Frl.
Ingeborg
K
rag)
か
ら
一
九
九
二
年
に
本
文
書
の
コ
ピ
ー
を
頂
い
た
。
ク
ラ
ー
ク
女
史
（
当
時
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
在
住
）
に
感
謝
し
た
い
。
（
２８
）
銭
昌
照
『
銭
昌
照
回
憶
録
』
北
京
・
中
国
文
史
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。
（
２９
）
『
関
徳
懋
先
生
訪
問
紀
録
』
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
口
述
歴
史
叢
書
六
五
、
台
北
・
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
一
九
九
七
年
。
（
３０
）
一
九
三
三
年
夏
の
ゼ
ー
ク
ト
の
中
国
訪
問
に
つ
い
て
、
参
照
、
田
嶋
信
雄
「
ゼ
ー
ク
ト
の
中
国
訪
問
一
九
三
三
年
―
―
ド
イ
ツ
側
の
政
治
過
程
お
よ
び
中
国
政
治
へ
の
波
紋
」『
成
城
法
学
』
第
七
七
号
（
二
〇
〇
八
年
）。
ナチス・ドイツと中国国民政府 一九三三―一九三六年 （一）
６９
（
３１
）
C
hu
Jia
H
ua
an
Seeckt
vom
30.
Septem
ber
1933,
in:
B
A
-M
A
,
N
247/133,
B
l.
31-32.
（
３２
）
Seeckt
an
seine
Schw
ester
vom
2.
N
ovem
ber
1933,
abgedruckt
in:
Friedrich
von
R
abenau,
Seeckt.
A
us
seinem
L
eben
1918-
1936,
L
eipzig:
H
ase
&
K
oehler
V
erlag
1940,
S.
682-683;
H
ans
M
eier-W
elcker,
Seeckt,
Frankfurt/M
.:
B
ernard
&
G
raefe
V
erlag
für
W
ehrw
esen,
1967,
S.
668.
（
３３
）
Seeckt
an
C
hu
Jia
H
ua
vom
26.
O
ktober
1933,
in:
B
A
-M
A
,
N
247,
133.
B
l.
35.
（
３４
）
C
hu
Jia
H
ua
an
Seeckt
vom
28.
O
ktober
1933,
in:
B
A
-M
A
,
N
247,
133,
B
l.
36.
（
３５
）
C
hu
Jia
H
ua
an
Seeckt
vom
2.
N
ovem
ber.
1933,
in:
A
D
A
P
,
Serie
C
,
B
d.
II,
A
nlage
zu
D
ok.
N
r.
48,
S.
84.
（
３６
）
A
ufzeichnung
B
ülow
s
vom
8.
N
ovem
ber
1933,
A
D
A
P
,
Serie
C
,
B
d.
II,
D
ok.
N
r.
48,
S.
82-84.
（
３７
）
A
ufzeichnung
N
euraths
vom
11.
N
ovem
ber
1933,
A
D
A
P
,
Serie
C
,
B
d.
II,
D
ok.
N
r.
63,
S.
110.
（
３８
）
R
andbem
erkung
B
ülow
s
vom
11.
N
ovem
ber
1933,
A
D
A
P
,
Serie
C
,
B
d.
II,
S.110,
A
nm
erkung
der
H
erausgeber
(2).
（
３９
）
Seeckt
an
Jiang
Jie
Shi
vom
22.
N
ovem
ber
1933,
H
ans
M
eier-W
elcker,
Seeckt,
Frankfurt/M
.:
B
ernard
&
G
raefe
V
erlag
für
W
ehrw
esen
1967,
S.
669.
（
４０
）
H
ans
M
eier-W
elcker,
Seeckt,
Frankfurt/M
.:
B
ernard
&
G
raefe
V
erlag
für
W
ehrw
esen
1967,
S.
672.
（
４１
）
C
hu
Jia
H
ua
an
die
chinesische
G
esandtschaft
vom
8.
Februar
1934,
in:
B
A
-M
A
,
N
247,
133.
B
l.
47.
（
４２
）
外
交
政
策
過
程
に
お
け
る
ア
ク
タ
ー
が
自
ら
の
行
動
を
し
ば
し
ば
「
国
益
」
の
た
め
で
あ
る
と
主
張
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
傾
向
に
つ
い
て
、
参
照
、
田
嶋
信
雄
『
ナ
チ
ズ
ム
外
交
と
「
満
洲
国
」』
一
〇
一
頁
。
（
４３
）
T
rautm
ann
an
das
A
A
vom
30.
D
ezem
ber
1933,
A
D
A
P
,
Serie
D
,
B
d.
II,
D
ok.
N
r.
157,
S.
284-286.
（
４４
）
デ
ィ
ル
ク
セ
ン
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
参
照
、G
erald
M
und,
O
stasien
im
Spiegel
der
deutschen
D
iplom
atie.
D
ie
privatdienst-
liche
K
orrespondenz
des
D
oplom
aten
H
erbert
v.
D
irksen
vom
1933
bis
1938,
Stuttgart:
Franz
Steiner
V
erlag
2006,
S.
23-78;
B
iographisches
H
andbuch
des
deutschen
A
usw
ärtigen
D
ienstes
1871-1945,
B
d.
I,
Paderborn:
Ferdinand
Schöningh
2000,
S.432-
434.
デ
ィ
ル
ク
セ
ン
は
一
九
三
三
年
一
二
月
一
六
日
に
モ
ス
ク
ワ
か
ら
東
京
に
転
任
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
早
く
も
「
親
ソ
派
」
か
ら
「
親
日
派
」
に
豹
変
し
て
い
た
。
か
つ
て
デ
ィ
ル
ク
セ
ン
の
下
で
モ
ス
ク
ワ
に
駐
在
し
た
一
外
交
官
は
、
デ
ィ
ル
ク
セ
ン
の
態
度
の
豹
変
を
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。「
日
本
に
向
か
う
船
の
中
で
彼
は
外
務
省
へ
の
報
告
を
起
草
し
、
対
日
関
係
の
改
善
を
主
張
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
で
こ
の
報
告
を
手
に
し
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
驚
き
の
表
情
を
隠
せ
な
か
っ
た
。
か
つ
て
デ
ィ
ル
ク
セ
ン
は
モ
ス
ク
ワ
か
ら
モ
ス
ク
ワ
成城法学７９号（２０１０）
７０
の
み
を
宣
伝
し
、
ソ
連
と
の
関
係
を
考
慮
し
て
日
独
の
過
度
の
接
近
に
対
し
警
告
を
発
し
て
い
た
。
し
か
し
彼
は
東
京
か
ら
情
勢
を
ま
っ
た
く
逆
に
と
ら
え
た
。
彼
に
と
っ
て
い
ま
や
ソ
連
は
極
東
へ
の
脅
威
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」。H
ans
von
H
erw
arth,
Z
w
ischen
H
itler
und
Stalin.
E
rlebte
Z
eitgeschichte
1931-1945,
Frankfurt/M
.:
Propyläen
V
erlag
1982,
S.
92:
田
嶋
信
雄
『
ナ
チ
ズ
ム
外
交
と
「
満
洲
国
」』
一
二
七
―
一
二
八
頁
。
（
４５
）
D
irksen
an
das
A
A
vom
19.
Januar
1934,
A
D
A
P
,
Serie
C
,
B
d.
II,
D
ok.
N
r.
199,
S.
378.
（
４６
）
A
nm
erkung
der
H
erausgeber
(2),
A
D
A
P
,
Serie
C
,
B
d.
II,
S.378.
（
４７
）
W
etzell
an
B
rinkm
ann
vom
4.
D
ezem
ber1933,
” B
rief
N
r.6“,
in:
B
A
-M
A
,
M
sg
160-4,
B
l.
53-65.
（
４８
）
Seeckt
an
C
hu
Jia
H
ua
vom
26.
O
ktober
1933,
in:
B
A
-M
A
,
N
247,
133.
B
l.
35.
（
４９
）
T
elegram
m
C
hu
Jia
H
uas
vom
2.
N
ovem
ber
1933,
in:
B
A
-M
A
,
N
247,
133.
B
l.
37;
A
ufzeichnung
A
ltenburgs
vom
6.
D
ezem
ber
1933,
A
nm
erkung
der
H
erausgebrer
(2),
A
D
A
P
,
Serie
C
,
B
d.
II,
S.
141.
（
５０
）
A
ufzeichnung
A
ltenburgs
vom
23.
N
ovem
ber
1933,
A
D
A
P
,
Serie
C
,
B
d.
II,
D
ok.
N
r.
80,
S.
141.
フ
ァ
ウ
ペ
ル
（
一
八
七
三
―
一
九
四
五
年
）
は
ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
を
修
了
し
た
の
ち
に
軍
役
に
入
り
、
一
九
〇
〇
―
一
九
〇
一
年
に
中
国
で
の
、
一
九
〇
四
年
か
ら
一
九
〇
七
年
に
ド
イ
ツ
領
西
南
ア
フ
リ
カ
（
現
ナ
ミ
ビ
ア
）
で
の
任
務
に
就
い
た
。
一
九
一
一
年
か
ら
一
四
年
ま
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
軍
事
顧
問
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ゲ
ル
リ
ッ
ツ
の
「
反
革
命
義
勇
軍
フ
ァ
ウ
ペ
ル
」
指
導
者
。
一
九
二
一
年
か
ら
二
六
年
ま
で
ふ
た
た
び
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
軍
の
軍
事
顧
問
を
、
さ
ら
に
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
三
〇
年
ま
で
ペ
ル
ー
軍
の
総
監
を
務
め
た
。
一
九
三
四
年
一
月
か
ら
ベ
ル
リ
ン
の
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
協
会
会
長
。
参
照
、B
iographisches
H
andbuch
des
deutschen
A
usw
ärtigen
D
ienstes
1871-1945,
B
d.
I,
Paderborn:
Ferdinand
Schöningh
2000,
S.
544-545.
ナ
チ
党
外
国
組
織
部(A
uslandsorganisation
der
N
SD
A
P)
と
緊
密
な
関
係
に
あ
り
、
外
務
省
に
と
っ
て
は
当
初
か
ら
い
わ
ば
「
ペ
ル
ゾ
ナ
・
ノ
ン
・
グ
ラ
ー
タ
」
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ナ
チ
党
外
国
組
織
部
に
つ
い
て
、
参
照
、H
ans-A
dolf
Jacobsen,
N
ationalsozialistische
A
ußenpolitik
1933-1938,
Frankfurt/M
.:
A
lfred
M
etzner
V
erlag
1968,
S.
90-159.
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
三
六
年
七
月
に
ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
勃
発
し
、
同
年
一
〇
月
に
ド
イ
ツ
が
国
民
戦
線
政
府
（
フ
ラ
ン
コ
派
）
を
承
認
す
る
と
、
外
務
省
は
、
ナ
チ
党
外
国
組
織
部
や
ゲ
ー
リ
ン
グ(H
erm
ann
G
öring)
の
政
治
的
圧
力
に
お
さ
れ
、
フ
ァ
ウ
ペ
ル
を
国
民
戦
線
政
府
駐
在
の
初
代
ド
イ
ツ
大
使
に
任
命
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
後
フ
ァ
ウ
ペ
ル
は
、
フ
ラ
ン
コ
派
内
部
の
政
治
的
紛
争
で
フ
ラ
ン
コ
ら
伝
統
派
に
対
し
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
党
急
進
派
を
支
持
す
る
な
ど
の
政
治
的
行
動
が
原
因
で
、
一
九
三
七
年
八
月
に
解
任
さ
れ
て
し
ま
う
。
参
照
、
ナチス・ドイツと中国国民政府 一九三三―一九三六年 （一）
７１
R
obert
H
.
W
healey,
H
itler
and
Spain:
the
N
azi
role
in
the
Spanish
C
ivil
W
ar,
1936-1939,
L
exington:
T
he
U
niversity
Press
of
K
entucky
1989,
pp.
62-65;
田
嶋
信
雄
「
ス
ペ
イ
ン
内
戦
と
ド
イ
ツ
の
軍
事
介
入
」
ス
ペ
イ
ン
史
学
会
編
『
ス
ペ
イ
ン
内
戦
と
国
際
政
治
』
東
京
・
彩
流
社
、
一
九
八
九
年
、
一
二
四
―
一
四
九
頁
。
（
５１
）
H
si
H
uey
L
iang,
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